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公  開  

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ７ 日   

内閣府食品安全委員会事務局   

 

 

食品安全委員会 国際専門家招へいプログラム 

「国際セミナー ～牛海綿状脳症（ＢＳＥ）と食の安全に関する科学～ 

（Science of BSE and Food Safety)」 

の開催と参加者募集のお知らせ 
 

 
食品安全委員会は、下記の要領で、「国際セミナー ～牛海綿状脳症（ＢＳＥ）と食の安全

に関する科学～（Science of BSE and Food Safety)」を開催します。 

 

記  
 

食品安全委員会では、牛海綿状脳症（BSE）に関するリスク評価（食品健康影響評価）

を行っております。1990年代前半をピークとして、英国を中心に欧州において多数の

BSEが発生し、2001年には、日本国内において初のBSEの発生が確認されました。こ

うしたことを受けて、日本を含め、世界的にBSEに対する対策が講じられ、2002年以

降、BSEの発生頭数は大幅に減少しております。 

BSEに係る現状及びこれまで蓄積された科学的知見を知ることを通じ、BSEに関する

リスクについて理解を深めることを目的とし、国内外より専門家をお招きし、BSEの始

まりや変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）等に関する知見、日本におけるBSE

研究とその発展について御講演いただきます。（日英同時通訳付き） 

なお、本セミナーはどなたでも参加できますが、講演に専門的な内容が含まれていま

すので、御了承ください。 
 

 

１．開催日時：  平成２８年５月１１日（水）  １３：００－１６：００  

                     （１２：３０  受付開始）  

 

２．会   場： 日本学術会議講堂（東京都港区六本木7-22-34）別紙１地図参照 

 

３．主   催：  食品安全委員会  

 

４．募集人数： 約１５０名 

 



５．参 加 料： 無料 

 

６．プログラム（予定）： 別紙２ 議事次第参照 

 

７．参加者の募集（報道関係者は「８．報道関係者の皆様へ」を御覧ください）：  

食品安全委員会ホームページ（http://www.fsc.go.jp/）において、４月７

日（木）17：00から受付を開始します。インターネットでお申込みの場合は

以下のＵＲＬより、ＦＡＸでお申込みの場合は別紙３の参加申込書の各項目を

御記入の上、お申し込みください。  

 

申込先  ：  https://www.toiawase.info/160511_shokuhin 

 

申込締切：  平成２８年５月６日（金）  １７：００  

 

※  希望者が多い場合は、先着順で締め切らせていただく場合がありますの

で御了承ください。  

 

８． 報道関係者の皆様へ  

本セミナーは公開といたします（カメラ撮り可）。参加を希望される場合

は、平成２８年５月６日（金）１７：００までに、「国際セミナー参加希望」

と明記し、以下の事項を御記入の上、次頁の問合せ先まで、FAXで御連絡く

ださい（様式自由）。  

1. 会社名     2. 氏名    3. ＴＶカメラの有無    4. 電話番号  

5. ＦＡＸ番号   6. 住所    7. 参加人数  

 

＜備考＞  

・  セミナーの「参加証」は電子メール又はFAXにて送信いたします。  

・ 参加証は、本セミナー当日に、会場受付で御提出いただきます（参加証を

お忘れになった場合等は、御本人を確認できるもの（運転免許証、健康保険

証、社員証等）を御提示いただきます。）。  

・ 参加申込の際に御記入いただく項目については、当方から必要に応じて御

連絡させていただく場合があるほか、会場での参加確認や、どのような立場

の方々が御参加されているのかの把握のために、お尋ねしております。  

・ 本セミナーは、報道関係者に全て公開いたします。発言者・参加者の写真

又は映像等が、配信・報道される可能性があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.fsc.go.jp/
https://www.toiawase.info/160511_shokuhin


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
食品安全委員会について（http://www.fsc.go.jp/） 

食品安全委員会（委員長：佐藤 洋（さとう・ひろし））は、食品中に含まれる農薬

や食品添加物などが健康に及ぼす影響を科学的に評価する機関（リスク評価機関）です。

７名の委員で構成され、１２の専門調査会において、２００名を超える専門委員の協力

により、企画等、添加物、農薬、動物用医薬品、器具・容器包装、汚染物質等、微生物・

ウイルス、プリオン、かび毒・自然毒等、遺伝子組換え食品等、新開発食品、肥料・飼

料等の分野のリスク評価等を行っています。 

 

【本セミナーの内容に関する問合せ先】 

内閣府食品安全委員会事務局情報・勧告広報課   担当者：武元、小財  

TEL：０３－６２３４－１１８２、１１４６  

（受付時間１０：００～１７：００  土日・祝日除く）  

   FAX：０３－３５８４－７３９２  

【本セミナー参加申込みに関する問合せ先】 

「国際セミナー」事務局  

ＴＥＬ  ０５０－５５２３－２０１０  

（受付時間９：００～１８：００  土日・祝日除く）  

（業務管理委託先：株式会社フォンテック 担当者：額賀） 



（別紙１）  

日本学術会議  

 

〒106-8555  

東京都港区六本木7-22-34 

TEL：03-3403-3793（代表）  

 

 

（アクセス）  

 東京メトロ千代田線「乃木坂」駅５出口  



国際セミナー ～牛海綿状脳症（ＢＳＥ）と食の安全に関する科学～ 

（Science of BSE and Food Safety) 
 

 

○  日  時   平成２８年５月１１日（水）１３：００～１６：００  
 

○  場  所   日本学術会議講堂（東京都港区六本木7-22-34）  
 

○  主  催   食品安全委員会  
 

○  議  事（予定）  
 

１  開会  
 

司会  

食品安全委員会事務局リスクコミュニケーション官  
 

２  開会挨拶  
 

佐藤  洋  食品安全委員会委員長  
 

３  セミナー  
 

コーディネーター：食品安全委員会委員  熊谷  進  

 

 講演１：「BSE；from the beginning …to the end?（仮）」  

英国動植物衛生庁  TSE部長 

ジェームス・ホープ  
Animal and Plant Health Agency (APHA) 

      Dr. James Hope 

        

講演２：「vCJDについて（仮）」  

    エジンバラ大学  臨床脳科学センター  教授  

ロバート・ウィル  
Centre for Clinical Brain Sciences, University of Edinburgh 

Dr. Robert Will 

       

講演３：「日本における牛海綿状脳症（BSE）研究について」  
    “Studies on Bovine Spongiform Encephalopathy in Japan”  

                         東北大学  客員教授  

毛利資郎  
                                              Tohoku University 

Dr. Shirou Mohri 

      

４  閉会  

 

 

 

（別紙２） 

（別紙１地図） 



 

「国際セミナー ～牛海綿状脳症（ＢＳＥ）と食の安全に関する科学～」 

 

FAX参加申込書 
 

下記の事項を御記入の上、次の番号まで送信ください。 

複数名のお申込みの場合は、お手数ですが、お一人ずつ申込みください。 
 

FAX送信先 ：03-5545-9193 
  
 

 申込締切日 平成２８年５月６日（金）１７：００必着  
 

フリガナ  性別 

氏名 
 

 
男性   女性 

フリガナ 
 

 

所属先名称 
（会社名・団体名） 

 

 

 

 

職業区分 

 

１．主婦（夫）  ２．会社員（食品・農業関係）  ３．会社員（２．以外）       

４．自営業（食品・農業関係）  ５．自営業（食品・農業関係以外） 

６．学生  ７．メディア関係者 ８．公務員・非営利団体職員   

９．その他（具体的に：          ） 

 

住所 

 

〒 

 

 

 

電話 
 

 
FAX 

 

メールアドレス  

 

 

【申込みに関する問合せ】  

「国際セミナー」事務局 

ＴＥＬ  050-5523-2010 

受付時間９：０0～18：00 土日・祝日除く  

業務管理委託先：株式会社フォンテック  担当者：額賀（ぬかが） 
 

（別紙３） 


